
事例４ 試行錯誤を繰り返しながら遊びを広げ、気付きの質を高める事例 

〇学年    第２学年 

〇主な領域  自然や物を使った遊び 内容⑹ 

〇事例のポイント  

 ①児童がたっぷりと試行錯誤や繰り返す活動ができるような時間と場所を設定する。 

 ②気付いたことを伝え合い交流する場を工夫する。 

 ③活動を振り返り、自分の言葉で表現する機会を設定する。 

 

１ 単元名 「うごく うごく わたしのおもちゃ」（16 時間） 

 

２ 単元について 

⑴ 児童の実態ついて 

 本学級の児童は、明るく素直な児童が多く、教師の話をよく聞き、言われたことや指示され 

たことについてはしっかりと守り、活動できる児童が多い。生活科の学習にはとても意欲的で、 

１学期は、町探検で調べてきたことを１枚の巨大地図にまとめることができた。しかし、自由 

な発想で物を作ったり、自分で考えて意思をもって行動したりできる児童は少ない。図工では、 

１学期から絵を描いたり工作をしたりして、作品を仕上げる活動を何度も行ってきた。児童は 

楽しんで自分の作品づくりに集中して取り組むことができた。本単元では、子供たちの「こん 

なおもちゃをつくりたい」という思いを大事にし、進んでおもちゃづくりに取り組めるように 

していきたい。 

⑵  単元設定の趣旨と構成上の配慮 

    本単元は、児童の実態と学習指導要領⑹「自然や物を使った遊び」を受けて設定したもので 

  ある。児童が、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物 

  を工夫してつくることができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなと楽し 

  みながら遊びを創り出したりできるようにすることをねらいとしている。紙、ひも、空き缶、 

  空き箱、空き容器などの身近な材料を使って、試行錯誤を繰り返しながら遊ぶ活動を通して、 

  児童は考えを巡らせ、遊びの面白さに気付くことができる。そのために「見付ける」「比べる」 

 「例える」「試す」「見通す」「工夫する」などの活動を多く取り入れ、気付きの質が高められる 

  ようにしていきたい。友達との関わりも大切にし、自分のつくったおもちゃを紹介し合ったり、 

  相談したり意見を言い合ったり、アドバイスし合ったりして、遊びが広がっていくようにして 

  いきたい。「どうすればうごくおもちゃがつくれるのか」「こうすればいいのか」「こう工夫すれ 

  ばもっと楽しくなるのではないか」と活動が活性化し、思考が進むことによって、気付きの質 

  が高められるようにしていきたい。 

(3) 児童の意識の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

１ね 

 

 

 

 

               

 

教師の働きかけ 
児童の意識 

活動 

つくるおもちゃの計画を立てよう 

見本のおもちゃで遊んでみよう 楽しそう。 

動くおもちゃをつくろう 

つくったおもちゃをしょうかいしよう 

つくってみたいな。 

どうしたらつくれるかな。 

どうしたら動くかな。 

〇〇さんのは、もっと
楽しそうでいいな。 

どんなおもちゃがあるかな？
どうやってつくるのかな？ 

もっと動くにはどうすればい
いかな？ 
もっと楽しくする工夫はある
かな？ 

友達のいいところを見つ
けよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

  身近にある物を使って遊ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ、 

その面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなと楽しみながら遊びを創り出すことがで 

きるようにする。 

 

４ 単元の評価規準と小単元の評価規準（16 時間扱い） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単元の 

評価規準 

身近にあるものを使っ

て動くおもちゃをつく

る活動を通して、その面

白さや不思議さに気付

いている。 

身近にあるものを使って

動くおもちゃをつくる活

動を通して、試行錯誤を重

ねながらおもちゃをつく

ったり遊び方を工夫した

りしている。 

身近にあるものを使って

動くおもちゃをつくる活

動を通して、みんなと楽し

みながら遊びを創り出そ

うとしている。 

小
単
元
の
評
価
規
準 

１ 

おもちゃ

づくりの

じゅんび

をしよう

⑵ 

 ①自分がつくるおもちゃ

を決め、動く仕組みを考

えながら、必要な道具や

材料を選んでいる。 

①動くおもちゃについて

関心をもち、道具や身近

な材料などを準備して、

自分でつくろうとして

いる。 

２ 

つくって

あそぼう

⑸ 

①遊びの楽しさや、遊び

を工夫したり遊びを

創り出したりする面

白さに気付いている。 

②比べたり、試したり、見

立てたりして、遊びを工

夫している。 

③友達と関わって遊んだ

ことを振り返り、自分な

りの方法で表現してい

る。 

②身近な材料を使って意

欲的におもちゃづくり

に取り組んでいる。 

 

３ 

あそびの

国へよう

こそ⑼ 

 ②約束やルールを工

夫することによ

り、より楽しい遊

びを創り出すこと

ができることに気

付いている。 

 ④１年生が楽しめるよ

うに、おもちゃや遊び

方、約束を考えたり工

夫したりしている。 

③今までの体験を思い出

し、１年生に楽しんでも

らえるようなおもちゃ

をつくりたいという思

いや願いをもって、遊び

を工夫している。 

 

 

 

みんなでもっと遊びを工夫しよう 

「遊びの国へようこそ」の準備をしよう 

１年生を招待していっしょに遊ぼう 

みんなで楽しく遊べる
ルールをつくろう。 

 

１年生に楽しんでもらう
にはどうしたらいいか
な。 

１年生と楽しく遊ん
だよ。 

みんなが楽しめる
ようなルールなど
つくって工夫でき
るといいね。 

１年生に喜んでもら
えるのはどんなこと
に気を付けて工夫し
たらいいかな？ 



５ 活動の実際 

小単元（時数） 

◎ねらい 

〇主な活動 ●評価 

・児童の意識 

◆気付きの質を高めるポイント 

◇教師の働きかけ 

１ おもちゃづくりのじ

ゅんび⑵ 

◎見本のおもちゃを動か

して遊ぶ中で、自分が

楽しみたい遊びを思い

描きながらつくるおも

ちゃを決め、これから

のおもちゃづくりへの

思いを高めることがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇教師がつくった見本のおもちゃ

が動く場面を見る。見本のおも

ちゃで遊ぶ。⑴ 

・楽しそう。 

・やってみたい。 

・どうやって動くのかな。 

・動かすのが難しいな。 

・どうやってつくるのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇つくりたいおもちゃの設計図を

かく。⑴ 

・どんな材料でつくるのかな。 

・どうやってつくるのかな。 

・早くつくりたいな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自分がつくるおもちゃを決め、

動く仕組みを考えながら必要な

道具や材料を選んでいる。 

 【思・判・表－①】（行動・カー

ド） 

●動くおもちゃについて関心をも

ち、道具や身近な材料などを準

備して、自分でつくろうとして

いる。【態－①】（行動） 

 

 

◇児童の思いを大切にし、活動

への意欲付けを図る。 

◆児童が動くおもちゃの面白さ  

や不思議さなどに気付き、「つ

くってみたい」と思えるよう、

教師が試しに動かしてみて、

児童が自由に発言できる場面

をつくる。 

◆児童が見本のおもちゃで遊ぶ

時間を十分確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

◇児童がつくりたいおもちゃを

決められるように、教科で紹

介してあるおもちゃの拡大図

を黒板に掲示しておく。 

◆教科書を見ながら、どんな材

料が必要なのかを自分で考

え、設計図に書けるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント② 
伝え合い交流ができるよ

うに、おもちゃを自由に選
んで行きたい遊びのところ
へ行けるよう場の設定を工
夫した。 

事例のポイント③ 
 設計図から始まり、学 
習カードをまとめた「お 
もちゃずかん」を作成し 
た。改良点を付箋で貼っ 
たり、わかったこと、気 
付いたことを貼っていっ 
たりできるようにした。 

事例のポイント② 
一人一人の設計図が完成

したら、同じおもちゃのグ
ループを作り、材料やつく
り方について話し合う時間
を設けた。 
話し合うことにより、足

りない材料があることに気
付いたり、本当につくるこ
とができるかを考えたりす
ることができた。 



２ つくって遊ぼう⑸ 

◎つくったおもちゃを動

かしながら、さらによ

いおもちゃにするため

の方法、考察、試行、改

良を繰り返し、遊びを

工夫したり遊びを創り

出したりする面白さに

気付くようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇設計図にかいたおもちゃを一人

でつくる。⑴ 

・どうやってつくるのかな。 

・どうしたら動くかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●身近な材料を使って意欲的にお

もちゃづくりに取り組んでい

る。【態－②】（行動） 

 

〇つくったおもちゃを紹介する。

⑴ 

・こんなおもちゃをつくったよ。 

・〇〇さんのように動くようにす

るにはどうすればいいのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇同じおもちゃをつくった子とグ

ループを作り、もっと楽しいお

もちゃにするために、みんなで

協力して工夫し、改良してさら

◆設計図を見ながらなるべく自

分の力でつくりあげられるよ

うに見守り、必要な時には声

をかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童の設計図を実物投影機 

で映し、実物と設計図を見比べ

ながら紹介できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇どの児童も発言したり活動し

たりできるように、活動状況

を把握し、必要に応じて助言

する。 

Ｃ うまくタイヤが回らない。 
Ｔ どうすれば回るかな？ 
Ｃ 竹ひごをさす穴をもっと 
  下にすればタイヤが動き 
  そう。 
Ｔ 穴ももっと大きく開けば 
  竹ひごが回りそうだね。 

Ｃ 穴が上のほうにある 
  と、電池と輪ゴムがう 
  まく回らない。 
Ｔ 電池がうまく回るに 
  は輪ゴムをつける位 
  置が重要みたいだね。 
Ｃ もっと下のほうに穴 
  を開けよう。 

Ｃ いろいろな動物をつくっ   
  て競争させたら楽しそう 
  だな。（遊びの広がり） 

事例のポイント① 
児童の「やってみ

たい」という思いを
大切にし、試行錯誤
や繰り返す活動を見
守り、声をかけるよ
うにした。 

事例のポイント② 

授業の振り返り場面では、

動くおもちゃをつくってみ

てどうだったか児童に尋ね、

児童の気付きを引き出し、共

有した。 
 

事例のポイント② 

引き出された児童の気

付きをつなぐとともに、教

師が見取った児童のよさ

を紹介し、学級全体の学習

の質を高められるように

した。 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 遊びの国へようこそ    

          ⑼ 

◎どんなおもちゃをつく

ったら１年生を楽しま

せるか考えを出し合

い、計画を立てたりみ

んなで楽しく遊べるよ

うに遊びを工夫したり

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に楽しいおもちゃをつくり上げ

る。⑵ 

・もっと大きくつくってみようか

な。 

・的あてゲームのようにしたらど

うかな。 

●比べたり、試したり、見立てた

りして、遊びを工夫している。 

【思・判・表－②】（発言・行動） 

 

〇みんなでつくったおもちゃで遊

ぶ。⑴ 

・楽しく遊べてよかった。 

●遊びの楽しさや遊びを工夫した

り遊びを創り出したりする面白

さに気付いている。 

【知・技－①】（行動・発言・カ

ード） 

●友達と関わって遊んだことを振

り返り、自分なりの方法で表現

している。 

【思・判・表－③】（カード） 

 

 

 

 

〇１年生が楽しく遊べそうな遊び

をグループごとに話し合い、決

める、設計図をかく。⑴ 

・どうしたら楽しんでもらえるか

な。 

●今までの体験を思い出し、１年

生に楽しんでもらえるようなお

もちゃをつくりたいと、遊びを

工夫している。 

【態－③】（発言・カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇小単元２で行った活動を振り

返り、今度は、「１年生も楽し

めるおもちゃ」作りであるこ

とをおさえる。おもちゃ自体

だけでなく、遊ぶ環境やルー

ルを工夫するとより楽しく遊

べたことを振り返る。 

◇教科書に載っているおもちゃ

だけにとどまらず、図書館な

どで借りた工作の本も紹介す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的に当たらなかったり、
点数が入らなかったりし
ても、遊びを楽しめたこ
とを実感している。ま
た、次はもっとかっこい
いのを作りたいと次への
意欲をもっている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇グループごとに遊びをつくる。

⑶ 

・どうやってつくるのかな。 

・どうしたら楽しめるのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●比べたり、試したり、見立てた

りして、遊びを工夫している。 

【思・判・表－②】（発言・行動） 

 

〇中間発表 

 つくった遊びを試しに遊んでみ

る。⑴ 

・思ったよりうまく動かなかった

な。 

・すぐ壊れそうだからもっと丈夫

にしよう。 

 

〇遊びを工夫する。⑴ 

・的をもっと大きくしてみよう。 

・10 秒だと当てられないで終わり

そうだから 20秒にしようよ。 

●約束やルールを工夫することに

より、より楽しい遊びを創り出

すことができることに気付いて

いる。 

【知・技－②】（行動・カード） 

 

●１年生が楽しめるように、おも

ちゃや遊び方、約束を考えたり

工夫したりしている。 

【思・判・表－④】（行動・発言） 

 

〇「あそびの国へようこそ」の準

備・ルールづくり⑴ 

・的の高さは、１年生の身長に合

った高さにしよう。 

〇１年生を招待して「あそびの国

へようこそ」を開く。⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆他のグループのおもちゃを遊

んでみて、「もっとこうすると

いいのではないか」というこ

とを付箋に書いてアドバイス

コーナーに貼り、アドバイス

できるようにする。 

 

◇おもちゃの工夫、ルールの工

夫、環境の工夫など、さまざま

な面での工夫ができるように

働きかけをする。 

 

◇１年生にあった遊びやルール

になっているかを確認し、工

夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント① 
児童の「やってみたい」

という思いを大切にし、試
行錯誤や繰り返す活動を見
守り、声をかけた。 
 

事例のポイント③ 

おもちゃづくりはグルー

プ活動であるが、毎時間の最

後には、「ふりかえりカード」

を個人で毎回書き、自分の気

付きを表現し、またみんなに

も紹介できるようにした。 
 

Ｃ １年生に来て 
  もらえるよう 
  に招待状をお 
  くろう。 

Ｃ 看板をつくったら 
  １年生もどんな遊 
  びかがわかりやす 
  いね。 



〈はじめの会でのおもち

ゃの紹介〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈玉いれゲーム〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈魚つりゲーム〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ゴルフゲーム〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇楽しかったことを振り返る。⑴ 

 

●友達と関わって遊んだことを振

り返り、自分なりの方法で表現

している。 

【思・判・表－③】（カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈くるくるルーレット〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈UFO キャッチャー〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例のポイント③ 

活動を振り返り、頑張った

ことや楽しかったことを絵

や文で表す活動を通して、友

達や自分自身の成長に気付

けるようにした。 
 

つくるのは、たいへ
んだったけれど、１
年生に喜んでもらえ
たことに満足してい
る。 

１年生からの 

お礼のお手紙 



６ 本実践を振り返って 

 本実践は、試行錯誤を繰り返しながら遊びを広げ、気付きの質を高めるために、３つの小単元で

構成し、活動を行った。最初は、作ったおもちゃで遊んだり、材料を選んで自分の手でおもちゃを

作り上げたりすることに不慣れな児童も多く見られたが、活動を進めていくうちに、どんどん遊び

を広げ、工夫しながら進める様子が見られるようになった。 

児童の気付きの質を高めるためには、児童が自由に考え取り組める場の設定、児童同士が「ああ

しよう」「こうしよう」と考えを伝え合う時間の確保、活動を振り返ってそれを表現し、次の活動に

つなげることが大切であると感じた。また、つくったおもちゃで「あそびの国」を開き、１年生を

招待して遊んだことにより、より目的意識をもって活動に取り組むことができ、達成感も味わうこ

とができた。今後も、児童が試行錯誤しながら自ら考え、取り組んでいけるような活動を展開して

いきたい。 


